
こどもからの意見聴取について 

 

次期こどもプランにおいては、こどもの意見表明や社会参画を基本施策に盛り込み、 

こども施策を推進するとしていることから、今回のプラン策定においても、こどもの意見

表明の機会をつくり、こどもの声を集めたいと考えている。 

 

■実施方法 

北九州市の事業として発足した「みらい政策委員会(※)」の各区の選定校(小学校) 

から、アンケート方式で聴取する。 

※みらい政策委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 今後、子ども憲章(仮称)や、思いっきり遊べる公園づくり等をテーマにワークショップを実施 

 

■対  象   小学校５・６年生 

 

■アンケート内容(案) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ なお、中学・高校生については、昨年度末実施の「北九州市子ども・子育てに関する

市民アンケート（今後、北九州市により力を入れてほしい取組[自由記載])」において

意見聴取済。 

問１ 日頃から、周りの大人（親や先生など）に、自分の意見を言えますか。  

問２ 日頃から、周りの大人（親や先生など）は、自分の意見を聞いてくれますか。 

問３ 日頃、悩みごとや困りごとを相談するとしたら、誰に相談しますか。【複数回答】 

１．母親 ２．父親 ３．兄弟・姉妹 ４．祖父母 ５．友人 ６．学校や学習塾の先生 

７．スクールカウンセラーの先生 ８．SNS などで相談している人 ９．その他 

問４ 居心地よく安心できる居場所はどこですか。【複数回答】 

１．自分の家 ２．親族などの家 ３．友達の家 ４．学校 ５．放課後児童クラブや児童館 

６．公園 ７．市民センターや図書館等の公共施設 ８．子ども食堂 ９．習い事の場所や 

地域活動の場所 10.ショッピングモール等の商業施設 １１．インターネットや SNS 等 

のオンライン空間 12.その他 

問５ 「大人になっても住み続けたい北九州市」とは、どんなまちと思いますか。【自由記載】 
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